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歩こうシリーズ 

第２弾 

名古屋市山田図書館 平成29年9月発行（同年10月改訂） 



は じ め に 

     平成28（2016）年の展示「中小田井を歩こう！」に続く“歩こう 

    シリーズ第２弾”です。今回は大野木・比良学区について大調査！！ 

    「へぇぇぇ、面白い！」と両学区の魅力を感じていただければ幸いです。 

     もっと詳しくお知りになりたい方は最後の「参考リスト」をご活用 

    ください。 

   

  



津島社 
     建速須佐之男命（たけはやすさのおのみこと、 

    たてはやすさのおのみこと）を祀っています。 

     昭和31（1956）年発行の『山田村誌』には、紅葉の名勝として紹介 

 されており、「其の美観は社叢只之燃えたつ紅葉に包まれて到底筆紙の尽る所 

 にあらず」と書かれています。 

 

 

 薬師寺 
 本尊は、通称「腹ごもり如来」として

有名な薬師如来です。 

 明治10（1877）年に薬師堂を開設、

昭和17（1942）年に薬師寺に昇格して

います。 



陽岳寺 
     創始は、なんと約500年前の室町時代の大永 

    （1521～1528）年間と言われ、室町時代に 

    遡ります。本尊は大正13（1924）年に万松寺から招来した阿弥陀如来。 

 盗人を歩めなくしたという霊験あらたかな足止不動尊も安置されています。 

 

福昌寺 
 諸説ありますが、約500年前に塙氏により創建されま 

した。本尊は阿弥陀如来です。名医の塙宗悦（はなわそ 

うえつ）の伝説について書かれた碑が建てられています。 

 平成28（2016）年まで、大相撲名古屋場所の際、立 

浪部屋や春日山部屋が宿舎を構えていました。 



大乃伎神社・ボダイジュ 

      延長5（927）年にまとめられた『延喜式神名帳』 

    の「山田郡」に「大乃木神社」とある式内社です。つ 

    まり、1000年以上の歴史を持つ由緒ある神社です。 

 伊弉諾尊（いざなぎのみこと）始め６座を祀っています。 

  境内のボダイジュは、昭和53（1978）年12月13日に、名古屋市指定文化 

 財（天然記念物）に指定されています。宝暦2（1752）年にまとめられた尾張 

 の地誌『張州府志』には、「社内有大菩提樹一株。其大可二圍半。 

 巳枯朽。尚有蘖数株」と書かれています。大きなボダイジュが 

 あり、枯れてはいるけれども、根から芽がいくつか出ていると 

 いう意味です。今あるボダイジュは、その芽が大きくなったも 

 のかもしれません。 

 



蛇池 
    織田信長が大蛇を探した伝説、助けられた蛇が 

   乳母に変化して恩返しをした伝説等があります。 

 また、東海豪雨で縮小されましたが蛇池千本桜と呼ばれた桜並木は、昭和30 

（1955）年、山田・楠地区の名古屋市合併を記念して植樹されたものです。 

 

 山西用水 
  庄内川を用水源とした主要農業用水です。昭  

 和27（1952）年に着工、昭和31（1956） 

 年に完成しました。用水の名前は、旧山田 

 村と旧西枇杷島町（現清須市）の両頭文字から 

 名付けられたそうです。 



大野木堤 
     鶴舞中央図書館では、名古屋市史編纂資料『御冥加普請の記幷図』 

   （注：図は略されていてない）として、天明３（1783）年の冥加普請の 

   記録を所蔵しています。当時からこの地域が、いかに治水に苦心していた 

 かをうかがい知ることができます。 

 修理洗堰碑 
 洗堰緑地の堤防にあります。明治11（1878） 

年に修理が施されたものの、明治14（1881）年9月に「河水 

洪漲石堰崩決」、明治15（1882）年10月に「暴水復破堰」 

と2度にわたり被害が出ました。そこで再度工事が行われ、明 

治16（1883）年に完工しました。それを記念して建てられ 

たのがこの碑です。 

  



光通寺・比良城跡 

 

     光通寺の創建は約400年前と言われています。 

    境内に比良城跡として知られる「佐々成政城址」 

 の碑があります。城は天文（1532～1555）年間に築かれ 

 ましたが、50年も経ず廃城となり遺構は残っていません。 

西定寺 
 永禄年間（1558 

～1570）の創建と伝 

わっています。 

 本尊は阿弥陀如来です。 



     創始年月は分かっていませんが、500年近く 

    前ではないかと言われています。伊弉諾尊（い 

    ざなぎのみこと）始め６座を祀っています。 

 

六所神社 

比良祭りと山車 
  六所神社の山車は、隔年で開催される比良祭りで曳き出されます。北比良の 

 二福神車（にふくじんしゃ）と、南比良の湯取神子車（ゆとり 

 みこくるま）の２台は約200年前に作られており、比良祭りの 

 山車行事と２台の山車は昭和48（1973）年2月1日に有形 

 民俗文化財に指定（平成26（2014）年3月31日に無形民 

 俗文化財へ切替）されています。 
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